
日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意

株

橋

日

涌

従
来
の
本
尊
抄
に
対
す
る
諸
註
釈
を
通
観
す
る
と
き
、
未
だ
種
脱

・
総
別
の
問
題
が
判
然
と
分
別
さ
れ
て
い
な
い
。
勿
論
、
寿
量
所
顕

の
一
念
三
千
を
主
張
す
る
別
体
論
者
の
門
下
諸
派
に
於
て
種
脱

・
総
別
の
問
題
が
未
解
決
で
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
も
、
本
宗
側

に
し
て
尚
此
の
点
が
古
来
判
然
と
し
て
い
な
い
こ
と
は
実
に
遺
憾
で
あ
る
。
本
宗
に
於
て
は
古
来
、
総
名
と
別
体
と
が
往
々
に
し
て
混
同

さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
一
念
三
千
に
於
け
る
理
具
と
事
具
、
観
法
に
於
け
る
理
観
と
事
行
と
の
不
同
は
説
く
け
れ

ど
も
、
未
だ
下
種
の
大
法
と
脱
益
の
法
体
い
即
ち
種
脱
の
法
の
問
題
に
至
れ
ば
、
そ
の
明
確
な
相
違
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
こ
と
は
日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
に
つ
い
て
の
理
解
に
於
て
も
云
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
隆
師
の
文
段
の
深
意
を
洞
察
す
る
明
が

欠
け
て
い
れ
ば
、
折
角
本
抄
を
拝
見
し
解
釈
し
て
も
結
局
は
種
脱
の
相
違
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

優
て
今
こ
こ
に
隆
師
の
本
抄
拝
見
の
用
意
と
し
て
、
先
づ
文
段
に
お
け
る
理
具
と
事
行
、
総
別
の
関
係
、
次
に
一
念
三
千
に
お
け
る
種

脱
の
相
違
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。

第

一
、
本
抄
文
段

に
於

け
る
理
具

と
事
行
、
別
体

と
総
名
と
の
関
係

本
抄
の
御
文
段
に
於
て
最
も
注
意
を
要
す
べ
き
も
の
は
、
大
文
三
段
の
科
文
で
あ
る
。
も

っ
と
も
行
師
は

「考
案
」
に
於
て

日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意
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五
、
従

っ
て
理
具
と
事
行
と
の
関
係
は
総
別

・
能
所
の
関
係

で
あ

っ
て
、
理
具
三
千
は
別
体
所
摂
、
事
行
は
総
名
能
摂
で
あ
る
こ
と
で

あ
る
。

大
文
三
段
通
じ
て
何
故
事
具
三
千

の
語
は
な
い
の
か
。

こ
れ
が
不
思
議
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
宗
祖
は
治
病
抄

（縮
二

一
〇
一こ

に
明
ら
か

こ

一
念
三
千
の
観
法
に
二
つ
あ
り
、　
一
に
は
理
、
二
に
は
事
な
り
。
…
…
彼
は
述
門
の
一
念
三
千
、
此
は
本
門
の
一
念
三
千
な
り
。
天
地

は
る
か
に
殊
な
り
こ
と
な
り
と
。

と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。　
一
念
三
千
に
於
て
理
具
と
事
具
、
観
法
に
約
す
れ
ば
理
観
と
事
観
と
が
存
す
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ

Ｚ
Ｏ

。

一念三千１一‐‐榊岬［請‐‐‐‐響睾〓一‐‐Ｈ型制

然
る
に
今
拝
し
た
大
文
三
段
の
科
文
に
は

「
理
具

一
念
三
千
」
、

「
理
具
三
千
」
と
あ

っ
て
、
事
具

一
念
三
千
の
語
は
全
然
顕
れ
て
い
な

い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

然
ら
ば
本
抄

一
部
の
科
文
中
通
じ
て
全
然

「事
具
三
千
」
の
語
は
な
い
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
歴
然
と
存
し
て
い
る
。
即
ち
大

文
第

一
の
第
二
、
本
文

「問
日
教
主
釈
尊
」
以
下
の
文
に
科
し
て

第
二
、
間
答
し
て
疑
を
決
し
、
理
具
三
千
の
実
体
は
即
ち
総
名
事
具
三
千
に
兼
ぬ
る
こ
と
を
顕
す
。

（主

一
〇
〇
）

と
あ
り
、
こ
の
科
文
の
下
の
答
の
第
二
、

「
問
日
上
大
難
」
以
下
の
本
文
に
科
し
て

二
、
重
ね
て
間
答
せ
る
上
に
、
別
し
て
間
答
を
作
り
て
会
通
を
加
う
る
は
、
向
の
答
は
理
具
に
限
る
に
似
た
り
、
今
は
総
名
事
具
の
妙

法
に
兼
ね
て
観
心
の
実
体
を
結
成
す
。

（主

一
〇
工Ｃ

日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意
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日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意

と
あ
り
、
そ
の
答
の
第
二
、

「法
華
経
云
欲
聞
具
足
道
等
ξ
」
の
本
文
に
科
す
る
文
段
に

二
、
総
名
事
具
三
千
の
法
体
を
明
す
。

（主

一
〇
工Ｃ

と
い
い
、
次
の

「私
加
会
通
」
以
下
の
本
文
に
科
し

三
、
総
持
妙
法
蓮
華
経
に
別
体
の
理
具
三
千
を
摂
す
。

（主

一
〇
工Ｏ

と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
科
文
を
拝
す
る
と
き
、
必
ず
先
に
は

「
総
名
事
具
三
千
」
と
連
呼
し
て

「事
具
三
千
」
の
語
を

「
総
名
」
の
下
に
接
続
し
、

次
に
は

「
別
体
理
具
三
千
」
と
連
呼
し
て

「
理
具
三
千
」
を

「
別
体
」
の
下
に
接
続
し
て
い
る
。
之
を
以
て
之
を
思
う
に
、
総
名
の
妙
法

蓮
華
経
を
事
具
三
千
と
し
、
別
体
の

一
念
三
千
を
理
具
三
千
と
し
て
い
ら
れ
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
故
に
理
具
で
あ
ろ
う
が
事
具
で
あ
ろ
う
が
、　
一
念
三
千
の
法
体
を
、
総
名
た
る
妙
法
蓮
華
経
に
対
す
る
と
き
は
、
総
じ
て
理
具
三

千
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
左
記
の
如
ぐ
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一日一］　　　　　　　一訂
目
鰤一日
［椰

日
隆
聖
人
に
於
け
る

「事
具
」
の
意
は
能
具
の
こ
と
で
あ

っ
て
、
能
摂
と
同
意
で
あ
る
。
従

っ
て

「
理
具
」
の
語
は
能
具
に
対
す
る
所

具
で
あ

っ
て
、
所
摂
の
語
と
同
義
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
本
抄
の
科
文
に
於
て
本
門
所
詮
の
事
具
三
千
の
法
体
を

「
理
具
三
千
」
と
仰
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
左
記
の
三
ケ
処

で
あ

Ｚつ
。先

づ
今
述
べ
た
よ
う
に

「
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
」
イ
の
本
文
に
対
し
て
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三
、
総
持
妙
法
蓮
華
経
に
別
体

の
理
具
三
千
を
摂
す
。

（主

一
〇
工Ｃ

と
科
し
、
次

に

「
今
本
時
娑
婆
」
以
下
の
本
文

に
対
し
て

一
、
本
門

一
品
二
半

の
正
宗

の
意
に
約
し
て
理
具

一
念
三
千
を
顕
す
。

（主

一
〇
八
）

と
科
せ
ら
れ
て
い
る
。
而
し
て
第
二
に
は
本
抄
結
文

の

「
不
識

一
念
三
千
者
」
野

に
対
し
て

大
文
第
二
、
総
じ
て

一
部

の
文
を
結
す
。
別
体
理
具
三
千

の
智
者

の
解
行
を
以
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
摂
し
て
、
末
法
悪
人
下
種
の
正

行
と
為
す
。

（主

〓
〓
じ

と
科
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
点
よ
り
振
返

っ
て
見
れ
ば
、
大
文
第

一
の

「
本
門
総
名
所
摂
の
理
具

一
念
三
千
」

の

「
理
具

一
念
三
千
」
は

「
無

量

義

経

云
」
野

の
文

（主

一
〇
四
）
や
、

「
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
」
野

の
文

（主

一
〇
工○

乃
至

「
妙
楽
大
師
云
」
野

の
文

（主

一
〇
七
）
に
説
き
顕

す
本
門
の
事
具

一
念
三
千
を
指
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
総
名
事
具

に
対
し
て
理
具
三
千
と
仰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（備
考
）

次
―こ 弘
赫
］
〔
」
¨
騨
〕
市
に
と
中
と
は
、
止
の
五
（
一和
た
）
の

「夫

一
心
具
十
法
界
」
等
の
文
と
、
弘
の
五
（
一和
ｒ
坤
）
の

「
当
知
身
土

一
念
三
千
」
の
文
と

を
引
い
て
、
其
の
一
念
三
千
の
義
を
ば
本
因
本
果
の
経
文
を
引
い
て
事
の
三
千
を
釈
す
る
な
り
。

此
れ
は
本
因
本
果
所
覚
の
法
を
以
て
事
の
三
千
の
妙

法
を
成
ず
る
な
り
。

宗
要
集
五
時
部
亀
一
仁
四
）

開
目
抄
に
云
く
、
未
だ
発
述
顕
本
せ
ざ
れ
ば
…
…
真
の
十
界
互
具
百
界
千
如

一
念
三
千
な
り
等
と
判
じ
た
ま
へ
り
。
加
之
、　
観
心
本
尊
抄
に
初
め
に
止

の
五
の

「夫

一
心
具
十
法
界
」
等
の
文
を
引
き
、
後
に
弘
の
五
の

「
当
知
身
土

一
念
三
千
乃
至
遍
於
法
界
」
の
文
を
引
い
て
、
次
上
に
本
因
本
果
の
経

日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意
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日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意

文
を
引
い
て
経
釈
合
し
て
事
の
三
千
を
釈
し
、
次
下
に
事
の
三
千
は
即
ち
本
門
八
品
上
行
要
付
の
要
法
な
り
と
判
じ
た
ま
え
り
。

中
笛
會
八
宗
全
当

一宗
釧
に
）見
る
べ
し
。

勿
論
こ
の
大
文
第

一
の

「
理
具

一
念
三
千
」
は
先
づ
摩
訂
止
観
第
五
の
文
を
引
い
て
、
天
台
所
用
の
述
門
の
理
具

一
念
三
千
よ
り
説
き

起
し
て
後
に
、
本
門
事
具

一
念
三
千
を
説
き
顕
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

何
故
隆
師
は
本
尊
抄
文
段
に
本
門
所
詮
の
事
具

一
念
三
千
を

「
理
具

一
念
三
千
」
と
仰
せ
ら
れ
た
の
か
の
依
拠
を
推
す
る
に
、
そ
れ
は

本
抄

（主

〓
〓
し

の

像
法
中
末
観
音

・
薬
王
示
二
現
南
岳

の
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
抄

一

み
で
あ
る
。

し
か
し
こ
の
本
文
の

「
理
具
」
の
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
、
正
し
く
南
岳

ｏ
天
台
所
用
の
述
門
の
理
具
三
千
を
指
す
の
で
あ

っ
て
、
本

門
の
事
具
三
千
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
か
も
知
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
こ
の
本
文
を
能
く
拝
す
る
と
、
述
門
の
理
具

一
念
三
千
も
本
門
の
事
具

一
念
三
千
も
共
に
、
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
に
対

し
て
理
具
と
仰
せ
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
南
岳

・
天
台
の
弘
通
は
今
の
本
文
に
示
さ
れ
て
い
る
が
如
く
、
述
面
本
裏
の

弘
通
で
あ

っ
て
、
述
面
の
述
門
の

一
念
三
千
は
理
具
、
本
裏
の
本
門
の

一
念
三
千
は
事
具
で
あ

っ
て
、
こ
の
理
具

・
事
具
共
に

「
理
具
」

の
語
の
中
に
合
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
本
文
の
意
義
を
表
示
す
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。

頷
賠一̈＝̈
一蓮一一一』Ｉ
測剰
Ｊ
懃

ｏ
天
台
等
可
…
。但
論
・一理
具
一事
行
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
…
…
未
二
広
行
ブ
之

部
を
通
じ
て

「
理
具
」
と

「事
行
」
の
語
が
対
比
し
て
顕
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の

一
ケ
処
の
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第

二
、　
一
念
三
千

に
於
け
る
種
脱

の
同
異

因
み
に
本
抄
に
於
け
る

「
一
念
三
千
」
の
語
は
、
主
要
御
書
九
四
頁
に
五
、
九
五
頁
に
二
、
九
六
頁
に
一
、
九
七
頁
に
一
、　
一
〇
二
頁

に
二
、　
一
〇
六
頁
に
一
、

（以
上
、
理
具
三
千
）
一
〇
七
頁
に
一
、　
一
〓

一頁
に
一
、　
〓

〓
一頁
に
一
、　
〓

一四
頁
に
一
、

（以
上
、
事
具
三

千
）
以
上

一
七
ケ
処
に
あ
り
、
ま
た

一
念
三
千
の

「
三
千
」
の
語
は
、
同
じ
く
主
要
御
書
九
二
頁
に
三
、
九
四
頁
に
二
、　
一
〇

一
頁

に

一
、

（以
上
、
理
具
三
千
）
一
〇
八
頁
に
一
、

（事
具
三
千
）
以
上
七
ケ
処
に
あ
り
、
合
計
す
れ
ば
二
四
ケ
処
に
一
念
三
千
の
語
が
あ
る
こ
と

に
な
る
。

こ
の
中
、　
一
念
三
千
の
内
容
を
説
き
顕
す
文
は
左
記
五
ケ
処
で
あ
る
。
即
ち

一
、

「
摩
訂
止
観
第
五
云
」
の
下

（主
九
一こ

述
門
の
理
具
三
千

二
、

「
無
量
義
経
云
」
以
下

（主

一
〇
四
）
こ
れ
よ
り
以
下
は
本
門
の
事
具
三
千

三
、

「
妙
楽
大
師
云
」
子
の
文

（主

一
〇
七
）

四
、

「今
本
時
娑
婆
世
界
」
以
下

（主
一
〇
八
）

五
、

「十
界
久
遠
之
上
」
等
の
文

（主
一
〓
し

で
あ
る
。
こ
の
五
ケ
処
の
内
、
第

一
の

「
摩
訂
止
観
第
五
云
」
子
の
文
は
理
具

一
念
三
千
に
し
て
、
第
二
の

「
無
量
義
経
云
」
ξ
以
下
の

四
ケ
処
の
文
は
本
門
所
詮
の
法
体
た
る
事
具

一
念
三
千
を
釈
す
る
文
で
あ
る
。
そ
の
中
第
四
の

「今
本
時
娑
婆
」
子
の
文
は
、
末
法
下
種

の
本
尊
の
正
体
た
る
総
名
南
無
妙
法
蓮
華
経
体
内
の
事
具
三
千
で
あ

っ
て
、
是
れ
末
法
下
種
の
種
子
た
る
事
具

一
念
三
千
を
意
味
し
、
第

五
の

「十
界
久
遠
之
上
」
等
の
文
は
、
五
重
三
段
の
第
四
、
本
門
三
段
所
明
の
法
体
で
あ

っ
て
、
本
門

一
品
二
半
の
所
詮
た
る
脱
益
の
法

体
で
あ
る
。
然
る
に
本
宗
学
者
の
中
に
於
て
、
在
世
脱
益
の
妙
法
は
述
門
と
同
じ
く
理
具
三
千
で
あ
り
、
末
法
下
種
の
種
子
た
る
妙
法
は

日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意
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日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意

本
門
の
事
具
三
千
で
あ
る
と
い
へ
る
者
の
あ
る
の
は
実
に
遺
憾
で
あ
る
。
是
れ
全
く
誤
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
門
の
妙
法
に
於
て
種

脱
の
相
違
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
実
体
は
両
者
共
に
本
因
果
国
の
事
具
三
千
で
あ
る
こ
と
は
、
隆
師
の
第
四

・
第
五
の
両
文
に
科
す
る

科
文
を
拝
す
れ
ば
在
文
分
明
で
あ
る
。
即
ち
隆
師
は
前
者
の
文
に
科
し
て

本
門
依
正
久
遠
の

一
念
三
千

（主

一
〇
八
）

と
い
い
、
後
者
の
文
に
対
し
て
は

依
正
久
遠
の
本
門
の

一
念
三
千

（主

一
〓
し

と
い
は
れ
て
い
る
こ
と
を
以
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。

一帖抄
（桂駄倒）

故
に
在
世
と
末
法
と
は
種
脱
の
異
り
は
あ
れ
ど
も
そ
の
法
体
は
こ
れ
同
じ
。
故
に

「
一
同
純
園
也
」
と
は
釈
し
た
ま
ふ
な
り
。

末
法
下
種
の
妙
法
と
在
世
脱
益
の
妙
法
と
は
、
法
体
同
じ
く
本
因
果
国
事
具
三
千
で
あ
る
が
、
そ
の
事
具
三
千
に
於
て
因
果
表
裏
の
相

違
が
あ
る
こ
と
を
、
隆
師
御
自
身
の
指
南
に
よ

っ
て
示
し
て
お
こ
う
。

先
づ
弘
経
抄
二
五

（輩
珪
一年

に
、
述
本
の
正
宗
流
通
の
同
異
を
示
さ
れ
て
い
る
が
、
今
こ
れ
を
取
意
す
れ
ば
左
の
如
く
な
る
。

述門―一‐‐南蒔‐‐‐‐
・止三制嘲鍋̈
剌魏囃岬卦判制日一‐理具三千

本門上国［一日日「い〕］̈
峙峙』」［‐再一い“̈
一̈］一一̈
総具の一一ｄ川目劃判日‐‐目継赫鰊確

次
に
本
門
に
於
け
る
脱
益
の
法
体
と
下
種
種
子
の
法
体
と
の
相
違
を
示
せ
ば
、
同
抄
四
〇

（銅

一四
八
）
に

名
侵
体
実
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又
、
諸
御
抄
に
本
門
十
妙
の
中
の
初
の
二
妙
を
以
て
、
三
千
は
所
裏
、
妙
法
蓮
華
経
は
能
裏
の
証
拠

（本
尊
抄
の
結
文
）
に
出
し
た
ま
ふ

な
り
。
謂
く
、
本
因
本
果
本
国
土
三
妙
の
事
の
三
千
は
所
裏
な
り
、
十
の
妙
の
字
は
唯
是
れ

一
の
妙
法
蓮
華
経
な
り
。

（以
上
、
総
別
の

関
係
を
説
く
）
。
此
の
如
き
三
千
妙
法
は
本
因
を
以
て
裏
と
為
し
、
本
果
を
以
て
面
と
為
し
て
妙
法
三
千
を
成
ず
れ
ば
、　
一
品
二
半
脱
益

の
法
な
り
。
又
、
本
果
は
裏
、
本
因
は
表
に
し
て
三
千
を
成
ず
れ
ば
、　
本
門
八
品
下
種
の
法

（本
門
八
品
上
行
要
付
の
妙
法
蓮
華
経
体
内
の

下
種
の
法
体
た
る
事
具
三
千
）
な
り
。

働
て
従
因
至
果
の
蓮
華
の
妙
法
は
、
在
世
脱
益
の
法
な
り
、
従
果
向
因
の
蓮
華
の
妙
法
は
、　
上
行

付
嘱
下
種
の
法
な
り
。

と
あ
る
。
之
を
図
表
す
れ
ば
こ
う
で
あ
る
。

同
―
―
本
因
果
国
十
界
依
正
互
具
の
事
具
三
千
１
一‐ ‐
剛
喘
‐ ‐
‐ ‐
椰
畔
［
赫
脚
霧
¨
漱
い
‐ ‐
一‐
異

右
の
如
く
、
在
世
脱
益
の
法
と
末
法
下
種
の
法
と
は
、
果
面
因
裏
と
因
面
果
裏
と
の
相
違
で
あ
る
。
従

っ
て
人
法

一
体
の
人
た
る
教
主

に
於
て
も
、
在
世
脱
益
の
仏
と
末
法
下
種
の
仏
と
の
不
同
が
あ
る
。
即
ち
弘
経
抄
八
二
（隆
是
軌
）
の

法
身
理
本
に
共
す
る
本
果
妙
は
在
世
脱
益
を
成
じ
、
久
本
の
因
正
果
傍
の
本
果
妙
は
滅
後
下
種
を
成
ず
る
事
。

と
い
う
標
題
の
下
の
文
に
云
く
、

此
の
本
因
本
果
の
報
身
、
法
界
に
周
遍
す
れ
ば
、
三
千
依
正
の
十
如
の
妙
体
な
り
。
是
れ
三
千
世
間
依
正
宛
然
の
自
受
用
身
、
自
受
用

身
は
当
体
蓮
華
、
当
体
蓮
華
は
本
因
本
果
本
国
上
の
報
身
な
り
。
此
の
報
身
、
本
因
妙
を
以
て
裏
と
為
し
、
本
果
妙
を
以
て
面
と
為
す

辺
は
、
仏
在
世
正
宗
脱
益
の
教
主
と
成
る
な
り
。
又
本
果
を
以
て
裏
と
成
し
、
本
因
妙
を
以
て
面
と
為
す
辺
は
、
流
通
の
教
主
な
り
。

其
の
時
は
釈
尊
の
尊
形
を
変
じ
て
上
行
と
成
る
な
り
。

類
文
　
弘
経
抄
四
〇

（雖

一全
割
Ｙ

同
抄
六
四

（銅

一七
）

日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意
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日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意

（付
）本

抄
に
於
て
は
理
具
は
所
摂
、
事
具

・
事
行
は
能
摂
の
意
で
あ
る
が
、
釈
筆

一
（
珈
Ｆ
林
）
の

「
摂
事
成
理
」
、
文
句
九
（
珈
○
ウ
）
の

「
廃
事
存
理
」

に
於
て
は
、
却
っ
て
事
は
別

・
所
摂
、
理
は
総

・
能
摂
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
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